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【フォーカス・オン】

全
学
科
１
年
次
の
学
生
を
対
象
に

「
国
際
医
療
問
題
に
関
す
る
英
語

模
擬
交
渉
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」（Global 

Com
m

unication W
orkshop; GCW

）

が
、国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ

リ
ア
支
援
室
の
主
導
で
開
催
さ
れ
た
。

　

生
命
科
学
研
究
や
国
際
保
健
、
医
療

産
業
な
ど
の
分
野
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
舞

台
で
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る

の
は
、
医
学
知
識
や
英
語
力
だ
け
で
は

　

Ｇ
Ｃ
Ｗ
で
は
、参
加
者
一
人
ひ
と
り

が
、自
身
の
今
後
の
ゴ
ー
ル
を
定
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
英
語
で
議
論
す
る

方
法
を
学
び
、
模
擬
交
渉
を
行
っ
た
。

模
擬
交
渉
に
は
、ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

し
て
本
学
の
大
学
院
留
学
生
、
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
昨
年
Ｇ
Ｃ
Ｗ
に
参

加
し
た
２
年
次
の
学
生
も
参
加
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
障
害
を
持
つ
方

や
外
国
語
を
話
す
方
を
治
療
で
き
る
施

設
は
少
な
い
の
で
、
対
応
で
き
る
歯
科

医
に
な
り
た
い
」「
具
体
的
で
は
な
い
が

将
来
は
国
際
的
な
舞
台
で
活
躍
し
た

い
」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

 健康・医療をテーマに学ぶ
世界で活躍する医療人に
なるためのグローバル教育
医療分野におけるグローバル化とは、医療における国際標準化、そして医療の革新・医療政策・
医療産業という分野での日本の貢献度を高めることだ。その実現のために、今年５〜６月に東京
医科歯科大学で行われたグローバル人材育成のための３つの取り組みについて取り上げる。

な
い
。
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が

抱
え
て
い
る
問
題
を
正
し
く
理
解
し
、

そ
の
原
因
を
分
析
し
て
、効
果
・
可
能
性

を
予
測
し
た
う
え
で
、
最
良
と
思
わ
れ

る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
見
い
出
し
、リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
実
行
に
移
す
能

力
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
に
は
、
ク
リ

テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
ス
キ
ル
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
ス
キ
ル
な
ど
、「
ソ
フ
ト
ス
キ

ル
」と
称
さ
れ
る
資
質
が
要
求
さ
れ
る
。

本学はこれまで、医療系総合大学でありなが
ら果敢に教育の国際化を進めてきました。そ
の結果として、今日、国際的キャリア志向の
学生が多く入学してきます。本学の役目は、
志の高い彼らが、適切なゴールを早期に設
定し、ロールモデルを見つけ、長いキャリア
形成期間中、常に未来を見つめ、努力を惜
しまず、ゴールに到達する―― それをサポー
トすることです。「グローバル人材」という言葉
がちまたにあふれていますが、グローバル社
会が必要とする人間は、単に英語を話すだ
けでなく、クリティカルシンキングスキルな
どのソフトスキルを持つのでも十分ではなく、
地球規模の課題解決のために果敢に挑む ―
―「global citizen」としての自覚とミッション
を持ち、弛まぬ努力を続ける人間です。その
ような真の「グローバル人材」が、本学から多
く巣立っていくことを期待してサポートします。

C O L U M N

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
を
目
指
す

東
京
医
科
歯
科
大
学
の
学
生
、

研
究
者
、
若
手
教
職
員
が
、
実
際
に
医

学
・
医
療
分
野
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍

し
て
い
る
人
材
と
交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト

「Find-Y
our-Role-M

odel  session

」

は
、
参
加
者
が
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
形
成

の
た
め
に
必
要
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な

る
人
材
を
見
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

６
月
は
、
ス
イ
ス
に
あ
る
Ｗ
Ｈ
Ｏ
本

部
で
新
型
・
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
疫
学
・
サ
ー
ベ
ラ
ン
ス
に
携
わ
っ
た

経
験
を
持
つ
岡
邦
子
講
師（
厚
生
労
働

健
康
・
医
療
に
関
す
る
国
際
的
問

題
を
テ
ー
マ
に
東
京
医
科
歯
科

大
学
と
早
稲
田
大
学
の
学
生
が
英
語
で

議
論
す
る「
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン・カ
フ
ェ
」

は
、早
稲
田
大
学
の
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）と
東
京
医
科
歯
科

大
学
の
ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｈ
Ｓ
Ｌ
Ｐ
）の
学
生

が
主
体
と
な
っ
て
企
画
・
運
営
し
て
い

る
。

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
は
、
２
０
１
３

年
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
お
け

る
連
携
を
主
な
目
的
と
し
て
、
早
稲
田

大
学
と
包
括
協
定
を
結
ん
で
い
る
。
早

稲
田
大
学
は
、留
学
生
の
受
け
入
れ
数
・

省
健
康
局
結
核
感
染
症
課
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
推
進
室
）を
ゲ
ス
ト
に

迎
え
、
座
談
会
形
式
で
行
わ
れ
た
。

　

岡
講
師
は
、「
学
生
時
代
の
海
外
経

験
を
通
し
て
貧
困
に
関
す
る
問
題
の
根

源
が
、
そ
の
国
の
政
策
に
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
日
本
や
諸
外
国

で
の
政
策
が
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
な
ど
を
通
じ
て

世
界
の
保
健
政
策
に
も
影
響
を
与
え
る

こ
と
も
目
の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し

た
。
一
見
遠
い
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

政
策
と
フ
ィ
ー
ル
ド
と
は
一
直
線
で
つ

な
が
っ
て
い
る
の
で
す
」と
語
っ
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、医
療
分
野
で
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
貴
重
な
機
会
と
し

て
、
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
る
。

派
遣
数
と
も
に
国
内
１
位
の
実
績
を
持

ち
、
留
学
生
受
け
入
れ
１
万
人
お
よ
び

全
学
生
の
海
外
留
学
派
遣
と
い
う
高
い

目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

　

１
回
目
は「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

と
医
療
・
医
学
」を
テ
ー
マ
に
早
稲
田

大
学
で
行
わ
れ
、
２
回
目
は
会
場
を
東

京
医
科
歯
科
大
学
に
移
し
、「
日
本
の

低
出
生
率
」を
テ
ー
マ
に
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
た
。
参
加
し
た
留
学
生
か
ら

は
、「
日
本
人
学
生
と
交
流
の
機
会
を

持
ち
、
社
会
・
文
化
的
な
問
題
の
背
景

に
つ
い
て
包
括
的
な
話
し
合
い
が
で
き

て
楽
し
か
っ
た
」と
い
う
コ
メ
ン
ト
が

寄
せ
ら
れ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
舞
台
で
活
躍
す
る

医
療
人
を
目
指
し
て

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
見
い
出
し

実
現
す
る
た
め
に

多
様
な
価
値
観
を
持
つ
人
た
ち
の
な
か
で

自
分
の
意
見
を
表
明
す
る

「自分のキャリアを築いていく
には、常に興味を広く持って
おくことと、関心のある分野
に注力することが重要」と岡
講師は語る。

早稲田大学からは国
際 教 養 学 部・ 社 会
学 部・ 法 学 部・ 政
治経済学部の11人
が参加した。

グローバルキャリア支援室室長

髙田和生教授

全体でのブリーフィングの
後、OREなどの議論におけ
る意見表明フレームワーク
を学び、各学生が異なるス
テークホルダー役を担って
6〜7人程度で英語による模
擬交渉を行った。

初めは相手の反応を見ながら少しずつ英語を口にしていた学生たちも、
題材をよく理解し自分の果たすべき役割が明確になるにつれて、積極的
に議論に参加するようになった。

“
”

【２】 【１】

【３】 デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
カ
フ
ェ

フ
ァ
イ
ン
ド
・
ユ
ア・
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
・
セ
ッ
シ
ョ
ン

国
際
医
療
問
題
に
関
す
る
英
語
模
擬
交
渉
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ


